
     

 

  

話  題 

話題の内容 

■概 要 

ガシャモクとは、環境省のレッドデータブックで絶滅危惧１Ａ類（ごく近い 

将来における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの）に指定され、日本では 

３か所、九州では小倉南区の市丸小学校校区内の「お糸池」のみに自生が確認 

されている希少な水生植物です。 

本校では、全校児童が一人一鉢ずつガシャモクの栽培をしているほか、 

地元の植物専門家や福岡県と協働して、お糸池の水質やガシャモクの生育状況 

などについて調査を⾧年行っています。 

今回の「ガシャモク水質調査」では、５・６年生の児童がボートに乗り、地域

の保全会や学識研究者の方とともに、お糸池の調査に繰り出します。 

これらの活動を通して、子どもたちが地域に自生している希少生物である 

ガシャモクを守っていこうとする意識を高めています。 
 
■日 時 

令和６年６月１８日（火） ９：３０～１１：００ 
雨天順延日６月１９日（水）、６月２１日（金）同時間帯 

 
■場 所 
 小倉南区大字呼野 お糸池 
 
■参加者 
 ５・６年生児童１７名、教員４名、学識研究者等 約１０名 
 
 
 
 
  

学校の概要 
■ 児童数 ４１名 
■ 学級数 ６学級 

問い合せ先 

■ 学 校 名  北九州市立市丸小学校 
■ 所 在 地  北九州市小倉南区大字市丸４７２ʷ２ 
■ 校  ⾧  守口 多恵子 
■ 電話番号  ０９３ʷ４５１ʷ００２４ 

備  考  

※ 日程等が変更となる場合があります。取材の際は、事前に学校にご連絡ください。 

 

令和６年６月１１日 

学校の話題提供（教育委員会） 

調査の様子 ガシャモク 

 


